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夏休みも終わり、後期の授業開始です。月末から実習が始まりますが、実習直前は、貸出が集中

します。実習開始日の２週間前から長期貸出を行っておりますので、余裕をもって長期開始の日

に図書館に来ることをお勧めします。長期貸出開始日は下記の通りです。図書館ＨＰで随時、お

知らせを更新しています。ご確認ください。 

★幼児教育Ⅰ部２年生・Ⅱ部３年生・地域保育３年生 9 月 27 日（返却日 10 月 27 日） 

★幼児教育Ⅰ部 1 年生・Ⅱ部 2 年生・地域保育 2 年生 10 月 24 日（返却日 11 月 24 日） 

※長期貸出では、貸出冊数の上限を８冊までとしますので、延滞してしまわないよう気を付けて

本を借りて下さい。 

 

 

 

今月の特集・・・『食を通じて旅行気分』 
 

外出がしにくいこのご時世、食べ物で世界を旅してみませんか？ 

 

● 「歴メシ！―世界の歴史料理をおいしく食べる」遠藤 雅司 著／柏書房【596-ｴ】 

 ･･･古代メソポタミアから19世紀後半のドイツまで、歴史の中の料理をおうちで再現できます。 

● 「知っとこ！世界の朝ごはん―おいしいレシピ集」知っとこ！制作スタッフ 著／宝島社【596-ｼ】 

 ･･･世界中の新婚さんに聞いた各国の朝ごはんがレシピとともに紹介されています。 

● 「ペク先生のやみつき韓国ごはん」ペク ジョンウォン 著／小学館クリエイティブ【596.2-ﾍﾟ】 

 ･･･手軽におうちで作れる、本格的な韓国料理のレシピ本。ワンディッシュからおやつまで、やみつき間違いなしです。 

● 「アフタヌーンティーで旅するイギリス」新宅 久起 著／ダイヤモンド・ビッグ社【596.7-ｼ】 

 ･･･イギリスを象徴する優雅なアフタヌーンティー。この一冊で各地のティータイムをを体験できます。 

● 「世界のホットドリンク」プチグラパブリッシング【596.7-ｾ】 

 ･･･世界中のあたたかな飲みものを誕生の経緯とレシピも併せて紹介しています。 

● 「世界をたべよう！旅ごはん」杉浦 さやか 著／祥伝社【290.9-ｽ】 

 ･･･著者が旅先で食した数々の料理を紹介。旅先の雰囲気も体験できます。 

 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

 

夏休みも終わり、そろそろ秋がやってきそうですが、不安定な天気が続いています。早く涼しくならない 

かと願うばかりですが、季節の変わり目でもありますので体調管理に気をつけましょう。 

今回の特集は『食を通じて旅行気分』というテーマで本をご紹介しました。食事は生きることに必須です。 

いつもと違う食事をとることで、気分転換にもなると思います。 

後期も実習の貸出を行います。貸出期間・貸出冊数ともに通常より増えています。 

汚したり、失くしたりしないように気をつけましょう。 

 

次号の『図書館だより』は2022年11月に発行予定です。担当 加羽澤 バックナンバーはこちら→       

貸出ランキング ～6月・7月・8月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

3回 いいからいいから 長谷川 義史 作 絵本館 

3回 アンパンマンとおむすびまん やなせ たかし 作・画 フレーベル館 

2回 ふるふるフルーツ ひがし なおこ 文 学研教育みらい 

2回 なつのおとずれ かがくい ひろし 作・絵  ＰＨＰ研究所 

2回 砂の器 松本 清張 著 光文社 

2回 １０ぴきのかえるのプールびらき 間所 ひさこ さく ＰＨＰ研究所 

 

 

『戦場のコックたち』深緑 野分 著／東京創元社／913.6-フ 

 

総菜づくり名人の祖母の影響で、合衆国陸軍のコック兵となった19歳のティム。時に鍋で炊事をし、 

時に銃を握り戦闘にも参加するというハードな環境にいるティムは、初陣の降下作戦でたどり着いた戦場 

で、なぜか不要となったパラシュートをかき集めている兵士と出会う。彼はどこからか手に入れた酒瓶を 

ほかの兵士たちと交換してまでパラシュートを欲しがっている。そこまでして集める目的とは一体何なん 

だろうか…。 

 

第二次大戦中のヨーロッパを舞台とした本作は、ティムが戦場で過ごしていくうちに仲間の兵たちと遭 

遇した謎を解決していく姿を連作形式で描かれています。戦場にいる様々な人たちの思惑によって生み出 

される『戦場の日常の謎』は、どれも納得できる答えではあるものの、戦争特有のやるせなさが残ります。 

謎を解き明かす楽しみがあるミステリー小説でありながら、参考資料に裏付けされたリアルな戦争小説で 

もあります。 

 

推薦者 加羽澤  


